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表紙の解説
京都府宮津湾でのトリガイ養殖
写真提供　本藤　靖氏（宮津市トリガイ養殖漁家）

トリガイは寿司ネタなどに使われる高級な二枚貝です。京都府では全国に先駆けてトリガイの養殖に
成功し、大型の貝を「丹後トリガイ」としてブランド販売しています。

トリガイの養殖では、砂を敷いたコンテナに稚貝を入れて、水中に吊るして約 １ 年間育てます。大き
く美味しいトリガイを育てるためには、容器と砂が汚れたままにならないように何度も交換、洗浄しなけ
ればなりません。この作業は重労働ですが、漁業者の方々は養殖方法に改良を加えながら、美味しいトリ
ガイを消費者に届けるために頑張っています。


